
様式第２号（第４条関係） 

令和〇〇年△△月□□日 

多久市長 香月正則 様 

 

多久市農業委員推薦届出書（団体用） 

推薦者 

団体名及び代表者名 

（ふりがな） 

＊＊＊＊生産組合（＊＊＊＊区長会） 

代表（会長） ＊＊＊＊＊ 

所在地 
〒８４６-＊＊＊＊ 構成員数 

多久市＊多久町＊＊＊＊－＊＊地番 １００人 

連絡先 自宅：＊＊-＊＊＊＊    携帯電話090－＊＊＊＊－＊＊＊＊＊ 

目的（業務内容） 
＊必要に応じて記入してください。 

構成員たる資格 
農業経営者で、＊＊生産組合員である。 

下記の者は、農業委員として適当と認め推薦いたします。 

氏 名 

（ふりがな）     たく たろう 性 別 

多久 太郎 
男 ・ 女 

住 所 

〒８４６-＊＊＊＊ 職 業 

多久市＊多久町＊＊＊＊－＊＊番地 農業 

生年月日 昭和３４年１０月１０日（満６６歳） 

連絡先 自宅：＊＊-＊＊＊＊    携帯電話090－＊＊＊＊－＊＊＊＊＊ 

経 歴 

昭和55年3月 ○○高校卒業 

昭和55年4月1日～昭和60年3月31日 ＊＊＊＊＊就職 

昭和60年4月就農 

平成20年3月1日 認定農業者となり、現在に至る 

平成25年4月1日～平成27年3月31日 ＊＊＊＊生産組合長 

令和 5年7月20日 多久市農業委員会の委員に就任、現在に至る 

農業経営の状況 

（主な経営作物） 

営農年数：30年 

営農類型：水稲 

主要作物：米・麦・大豆 

経営耕地面積：500アール 

記入例 



認定農業者資格の 

有無 

○1  認定農業者である 

２ 認定農業者ではない 

 （1）認定農業者ＯＢ 

 （2）認定農業者の農業に従事・経営参画する親族 

 （3）認定新規就農者 

 （4）集落営農組織の役員 

 （5）国・地方の計画等に位置付けられた農業者 

 （6）指導農業士 

 （7）基本構想水準到達者 

（8）その他（                              ） 

推薦の理由 

＊応募理由についてご記入ください。 

 

（例） 

・これまでの農業経験・経歴等から地域の信頼を得ている。 

・認定農業者として、農地の利用集積・集約化について自ら規模拡大を

実践し、精力的に活動している。 

・地域農業や農家事情に精通している。 

・担い手への農地集積や耕作放棄地の未然防止・解消等、農業委員会業

務に貢献できると考える。 

農地利用最適化推進

委員の推薦の有無 

農地利用最適化推進委員に推薦 

している ・ していない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第１号（第４条関係） 

令和〇〇年△△月□□日 

多久市長 香月正則 様 

 

多久市農業委員推薦届出書（個人用） 

推薦者 

氏 名 

（ふりがな）      たく じろう 性 別 

多久 次郎 
○男 ・ 女 

住 所 

〒８４６-＊＊＊＊ 職 業 

多久市＊多久町＊＊＊＊－＊＊番地     農業 

生年月日 昭和４０年４月１日（満６０歳） 

連絡先 自宅：＊＊-＊＊＊＊    携帯電話090－＊＊＊＊－＊＊＊＊＊ 

下記の者は、農業委員として適当と認め推薦いたします。 

氏 名 

（ふりがな） たく たろう 性 別 

     多久 太郎 
男 ・ 女 

住 所 
〒８４６-＊＊＊＊ 職 業 

多久市＊多久町＊＊＊＊－＊＊番地  

生年月日 昭和３４年１０月１０日（満６６歳） 

連絡先 自宅：＊＊-＊＊＊＊    携帯電話090－＊＊＊＊－＊＊＊＊＊ 

経歴 

昭和55年3月 ○○高校卒業 

和55年4月1日～昭和60年3月31日 ＊＊＊＊＊就職 

昭和60年4月就農 

平成20年3月1日 認定農業者となり、現在に至る 

平成25年4月1日～平成27年3月31日 ＊＊＊＊生産組合長 

令和 5年7月20日 多久市農業委員会の委員に就任、現在に至る 

農業経営の状況 

（主な経営作物） 

営農年数：30年 

営農類型：水稲 

主要作物：米・麦・大豆 

経営耕地面積：500アール 



認定農業者資格の 

有無 

○1  認定農業者である 

２ 認定農業者ではない 

 （1）認定農業者ＯＢ 

 （2）認定農業者の農業に従事・経営参画する親族 

 （3）認定新規就農者 

 （4）集落営農組織の役員 

 （5）国・地方の計画等に位置付けられた農業者 

 （6）指導農業士 

 （7）基本構想水準到達者 

 （8）その他（                              ） 

推薦の理由 

（例） 

・これまでの農業経験・経歴等から地域の信頼を得ている。 

・認定農業者として、農地の利用集積・集約化について自ら規模拡大を

実践し、精力的に活動している。 

・地域農業や農家事情に精通している。 

・担い手への農地集積や耕作放棄地の未然防止・解消等、農業委員会業

務に貢献できると考える。 

農地利用最適化推進

委員の推薦の有無 

農地利用最適化推進委員に推薦 

している ・ していない 



様式第３号（第４条関係） 

令和〇〇年△△月□□日 

多久市長 香月正則 様 

多久市農業委員応募届出書 

氏 名 

（ふりがな） たく  たろう 性 別 

     多久 太郎 
○男 ・ 女 

住 所 

〒846-＊＊＊＊ 職 業 

多久市＊多久町＊＊＊＊－＊＊     農業 

生年月日 昭和３４年１０月１０日（満６６歳） 

連絡先 自宅：＊＊-＊＊＊＊    携帯電話090－＊＊＊＊－＊＊＊＊＊ 

経歴 

昭和55年4月1日～昭和60年3月31日 ＊＊＊＊＊就職 

昭和60年4月就農 

平成20年3月1日 認定農業者となり、現在に至る 

平成25年4月1日～平成27年3月31日 ＊＊＊＊生産組合長 

令和 5年7月20日 多久市農業委員会の委員に就任、現在に至る 

農業経営の状況 

（主な経営作物） 

 

認定農業者資格の 

有無 

○1  認定農業者である 

２ 認定農業者ではない 

 （1）認定農業者ＯＢ 

 （2）認定農業者の農業に従事・経営参画する親族 

 （3）認定新規就農者 

 （4）集落営農組織の役員 

 （5）国・地方の計画等に位置付けられた農業者 

 （6）指導農業士 

 （7）基本構想水準到達者 

（8）その他（                              ） 

応募の理由 

 ・担い手への農地集積や耕作放棄地の未然防止・解消等、農業委員会

業務に関心があり、地域農業に貢献したい。 

農地利用最適化推進

委員の推薦の有無 

農地利用最適化推進委員に応募 

している ・ していない 

 


